
 瀧嶋 正紀  

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 住宅環境の保全について        （４０分） 

 

 本市においても、人口減少や高齢化が進む中、住宅環境の保全は、

地域の安心、そして暮らしの質を守る上で極めて重要な課題となっ

ています。近年では、地域の空家などの増加が目立ち、適切に管理

されていない住宅が老朽化による倒壊の危険や、不審者の侵入、不

法投棄、害虫の発生といった問題が懸念されています。 

 そのような中、長期間人の出入りがない住宅では、屋根材の飛散

や外壁の崩落が懸念されるほか、雑草が敷地外へ伸び、隣接地や道

路にまで影響を及ぼす住宅も見受けられます。さらに、ごみ屋敷と

呼ばれる状態の住宅では、大量のごみの蓄積による悪臭や害虫の発

生、火災リスクの増大など、周辺住宅の生活環境や安全に深刻な影

響を及ぼします。一方で、その背景には、高齢化や孤立、生活困窮、

心身の不調など、複雑な事情が存在する場合も多く、単なる是正指

導だけでは根本的な解決に至らないことも少なくないのではと考

えられます。これらの住宅環境の問題は、個人の財産管理の問題で

あると同時に、地域の防災、防犯、景観、コミュニティの維持と密

接に関わる公共的な課題と考えます。行政には、空家対策特別措置

法や条例に基づく指導、勧告といった対応だけではなく、早期発見、

予防的な取り組み、相談体制の充実、福祉部門や地域との連携を通

じた包括的な支援が求められます。そして、衛生や景観を保存する

観点から、地域の日常生活に直結する課題として、ごみ集積場の管

理の問題も挙げられます。環境美化を保全する取り組みは地域で暮

らす住民にとって重要な課題と考えます。このようことから、住宅

環境の保全は、単なる苦情処理ではなく、住み続けたい鶴ヶ島市を

次世代につなげていく基盤であり、地域全体で取り組むべき重要な

行政問題と考えます。そして、なにより隣接する住宅問題に悩みを

抱える市民の不安解消につながるよう、実効性のある条例や計画に

なるよう以下質問いたします。 
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瀧嶋 正紀 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

（１）特定空家及び管理不全空家について 

  ア 本市での確認状況は 

  イ 判断基準について 

  ウ 処分方法について 

  エ 特定空家等対策審議会での審議内容について 

  オ 財産管理制度及び財産清算制度の活用について 

 

（２）ごみ屋敷等の環境の保全について 

  ア 本市での確認状況は 

  イ 相談状況と対応状況は 

 

（３）ごみ集積所について 

  ア 行政支援の限界について 

  イ 今後の取り組むべき課題について 

 

 

 


